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研究成果の概要 

 

本年度発表した主な成果は、①グリッドベース NeRF における周波数正則化の理論的解析と

有効性の検証、②陰な空間表現を用いた RGBカメラと遠赤外線カメラのセンサ融合、③地形情報

の周波数特性を利用した場所認識、④画像プライバシー認識を目的とした大規模言語モデルによ

るプライバシーテキストデータセットの構築、⑤大規模画像言語モデルを活用したセマンティックシ

ーン検索の 5つである。 

① 昨年度末に投稿した論文の内容がコンピュータビジョンのトップカンファレンスの一つである

ECCV2024に採択され国内外で高い評価を得た。さらに、国内最大級の画像認識に関する

学術会議である第 27回 画像の認識・理解シンポジウム（MIRU2024）で MIRU優秀賞を受

賞した。本研究では、グリッドベース NeRF の理論的背景の解明と有効性の検証を行っ

た。 

② 昨年度末に投稿した論文の内容がロボティクスのトップカンファレンスの一つである

IROS2024に採択され高い評価を得た。本研究では昨年度発表した INFを拡張し、可視光

の RGB画像と不可視光の遠赤外線画像を融合することで、透明物体のような不可視物体

のモデリングを可能とした。 

③ ②と同様に、昨年度末に投稿した論文の内容がロボティクスのトップカンファレンスの一つで

ある IROS2024に採択され高い評価を得た。本研究では、画像の局所特徴が類似する環境

でも、地形の周波数特性を利用することで高精度な場所認識を可能とした。 

④ 昨年度から開発している画像プライバシー認識を目的とした大規模言語モデルによるプライ

バシーテキストデータセットを構築し、低遅延の画像プライバシー認識手法を提案した。さら

に、提案した画像プライバシー認識手法をコミュニケーションロボットに実装してプライバシ

ー配慮ロボットを構築した。 

⑤ 昨年度から開発している動画像データベース SAI-DBに対し、Coarse-to-Fine型のセマン

ティックシーン検索機能を追加した。これにより、テキストによる高速なシーンの意味的検索

が可能となった。 

さらに、京都市内の市街地を対象に、全方位カメラ、LiDARセンサ、イベントカメラを搭載した車

両による走行計測を実施し、大規模なシーンデータを収集した。次年度は、このデータセットを整

理し、これまでに開発したセンサ融合やプライバシー保護処理技術の有効性を検証する。 
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